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高木：シンポジウムの司会を務めさせていただきます、
長野大学社会福祉学部の高木と申します。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

　　私は場面緘黙研究の一環として、幼児期・学齢期
の子どもたちの相談や学校コンサルテーションをし
ております。その中で成人の方や、年齢の高い高校
生、大学生の場面緘黙当事者の方の相談も受ける
ことがあります。子どもの場面緘黙への支援や啓発
は不充分ながらもこれまでかなり進んできたと思い
ますが、その一方で成人の当事者や、二次障害、後
遺症で苦しむ方への支援や研究はまだまだ充分で
はないと感じております。このような問題意識から、
今回のシンポジウムを企画させていただきました。

　　それでは進めて参りたいと思います。まずは、登壇
者をご紹介いたします。私に近い方から、「かんもく
グループ北海道」世話人、広瀬慎一さん。「場面緘
黙を考える会　富山」副代表、加藤諄也さん。「かん
もくネット」代表の角田圭子さんにご同席いただき、
加藤さんのフォローに入っていただきます。かんもく

フォーラム実行委員で「かんもくの声」入江紗代さん。
「私はかんもくガール」の著者、らせんゆむさん。「か
んもくの会」代表、浜田貴照さんです。

1．自己紹介
高木：それでは、加藤さんから順に自己紹介をお願い
します。
加藤：（音声アプリを用いた音声の再生：加藤氏につい
ては以下同じ）「場面緘黙を考える会富山」副代表
の加藤諄也と申します。音声アプリを使って自己紹
介をさせていただきます。よろしくお願いします。スク
リーンの映像は、NHK・Ｅテレ「バリバラ」やNHK・
富山テレビ「ニュース富山人」に出演したときのもの
です。10歳ごろから症状があり、24歳の現在も場面
緘黙です。中学生の頃は体が動きにくくなる「緘動」
の症状もあり、学校では移動するのも困難でした。
現在は以前よりも体が動くようになりました。また、う
なずきやハンドサイン、メール、筆談、音声アプリなど
を使って少しずつ意思表示ができるようになってき
ました。

　　しかし、ずっと母親以外とは会話をすることができ
ません。また、多くの人の輪に加わったり、自分から
進んで行動したりすることが苦手です。

　　18歳のとき、自動車学校に通いました。私が場面
緘黙であることを母親から事前に伝えていました。
免許センターでの視力検査の時、事情をよく知らな
い警察官から、返事をしないことを責められるなど、
いろいろと大変なこともありましたが、何とか運転免
許を取ることができました。そして、３年前の秋から
新聞配達をしています。

（研究ノート）
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　　経験値を高めるために、週１回、ケアラーズカフェ
で就労体験をさせてもらっています。また、体と心を
鍛えるために、月に２、３回、近くの公民館で太極拳
を習っています。そのおかげで、いろんな人と出会う
ことができ、自分に少しずつ自信が付いてきたように
思います。

　　中学３年のとき、スクールカウンセラーだった寺
西先生と出会い、週１回、けん玉・セラピーを受けま
した。中学校を卒業してから、寺西先生にすすめら
れて、日本けん玉協会富山支部の会員になりまし
た。月１回の練習会に参加し、けん玉道四段に昇段
できました。また、昨年10月には、日本けん玉協会認
定の２級指導員の資格を取得しました。

　　寺西先生のお招きで富山大学の授業にゲストと
して参加しています。内地留学中の学校の先生と場
面緘黙について学び合うとともに、けん玉セラピーの
お手伝いをしています。最近になって時々、講演会や
けん玉教室の講師を務めさせてもらうことがありま
す。支援者のアシストを受け、筆談や音声アプリなど
を使いながら何とか務めさせてもらっています。大人
の緘黙として、少しでも皆さまのお役に立つことがで
きればと思っております。本日はどうぞよろしくお願
いいたします。
高木：加藤さんどうもありがとうございます。日常の中
で困っていることや工夫されていることも教えていた
だけますか。
加藤：しゃべらないことで、見知らぬ人や関わりが少な
い人に誤解される可能性があります。誤解されてい
るような発言をされることがあり、つらく心に残るこ
とがあります。

　　何かきっかけがある時は、メールや筆談でことば
を伝えて解決できることもありましたが、そうできな
いこともありました。うなずきで伝える時には、緊張し
てあまり首を動かせず、首を動かしても、相手にうな
ずきが通じない場合もあります。首振りで答えられな
いような質問だと答えるのに悩んだり緊張したりし
ます。相手を困らせたり、気まずい気持ちになったり
などして沈黙で無駄な時間を過ごしてしまうくらい
なら、勇気をもって、筆談を使ってしまうほうがいい
と思っています。必要に応じて、あらかじめ書いてあ
るものを携帯するのもいいと思います。
高木：状況や場面によってコミュニケーションの手段
を選んだり、使い分けたりされているということです
ね。お仕事についても教えてください。

加藤：毎朝３時頃から新聞配達をしています。この仕
事が自分にとって都合がよいのは、人との関わりや
人と接する時間が少ないところです。新聞が店に着
いた後は、銘柄や枚数確認や折り込みなどの作業
を短い時間、同僚と一緒にしますが、運転して配達
する時は、同僚と一緒にいることはないです。配達が
終わって日中は自由になるので、企業などで働くより
は、負担にならずに働きやすいと思います。ですが、
めったに遭遇はしませんが、これまで、ハプニングが
ありました。配達中に、事情を知らないコンビニの店
員から挨拶をしないことを責められたり、警察の検
問で止められたとき、筆談で「場面緘黙」と書きまし
たが、わかってもらえなかったりしました。富山で支
援ネットワークづくりをしている「みやの森カフェ」と
いうところで、週１回就労体験させていただいてい
ます。そのカフェにいるのは優しい人たちだと思うの
で、やっていけるのだと思います。することを、はっきり
と指示してくれるところも働きやすいと思います。場
面緘黙を理解している環境が働きやすいと思いま
す。
高木：加藤さんありがとうございました。フロアの皆さ
まからは後でご質問いただく時間を作りますので、
聞きたいことがあったら、質問用紙に書いて出してい
ただけたらと思います。では、次に入江さんよろしく
お願いします。
入江：かんもくの声の入江紗代と申します。私は３年ほ
ど前から、当事者として場面緘黙に関わる活動をし
ております。私は幼稚園入園から27歳ごろまで、場
面緘黙傾向がありました。授業での音読などはでき
たんですけれど、雑談や人の輪に入ることや人と打
ち解けることがなかなかできませんでした。まったく
話せないというわけではありませんでしたが、自分を
出すということがどうしてもできず、人との関わりがう
まく築けないことなどに苦しんでいました。現在は、
ほぼどのような場面でも話せるようになっているので
すが、未だに対人面では、不安や緊張を抱えていま
す。本日はよろしくお願いいたします。
高木：同じように、日常の中で困っていることとか、お仕
事についてお話しいただいていいですか。
入江：はい。日常の中で困っていることというのは具体
的なことを言うといろいろあるんですけれど、ざっくり
したスタンスとして、最近は無理しないことがいいの
ではないかなと思っています。

　　過去には、「しんどくても自分の力でがんばらなけ
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ればいけない」とか「苦手を避けていてはこのまま永
遠に変われない」と、がむしゃらに行動しなければい
けないと思っている時期もあって、そのときの経験は
自信にはつながってはいるんですけれども。例えば
私の場合、精神状態がよくないときは普段できるこ
ともできなくなってしまいます。症状の出方に揺らぎ
があるため、飲食店での注文や電話をかける用事
や、役所などでの手続きですとか、美容院、病院です
とかが、むずかしいこともあります。ちょっとしんどい
ときは人に頼めることであれば頼んでしまう、発話や
対人を必要とする案件を一旦よけてしまう、ギリギリ
まで先延ばしにして元気があるときに行うとか、その
ようにしています。「無理して頑張ろうとしないという
方向でいいのではないかな」というのが最近の、解
決法まではいかないですけど気の持ち方です。その
方が気が楽になりますし、安心して行動ができたり
もします。成功と失敗という考え方にとらわれると自
分が追い込まれプレッシャーになります。無理しない
モードであれば、無理してがんばったのに話せなく
て落ち込むということはないかなと思います。

　　前半の広瀬先生のお話１)にも通じるかもしれない
んですけども「今日はできた」「できなかった」ただそ
れだけであるということで、自分をそんなにジャッジ
しないというか。緘黙状態になってしまった自分をコ
ントロールすることはできませんが、緘黙状態になる
前だったら少しは自分を自己操縦できるかなという
感じですね。現在持っている自尊心を保って自己否
定を軽減できるという感じがしていて、うまくいかな
くても自己否定感を今以上に募らせる必要はないと
思い、最近は無理しないモードで過ごしています。

　　あと、こういった解決法ということで言うと、緘黙の
「当事者研究」というのを最近始めました。当事者
研究というのは、精神疾患を持っている人たちが集
まっている北海道の「べてるの家」から広まったもの
なんですけれど、様 な々当事者が自分の苦労を自分
で助けるための方法を考えるというものです。緘黙
の人たちの困りごととその助け方が蓄積されて、共
有できていけば、緘黙当事者も当事者自身の力に
よって、生きやすくなるのではないかなと思っていま
す。

高木：ありがとうございます。１点だけお聞きしたいと
思います。「無理しないモード」という話がありました
が、この「かんもくフォーラム」の企画やこれまでの準
備は大変無理をしているんじゃないかと思います。そ

の辺は大丈夫ですか。
入江：そうですね。準備に費やす労力の面でも、無理し
ないといいますか。このイベント自体に成功や失敗と
いうことはないと思っています。皆さんが、そのまま自
分自身の経験を語りあう会だと思っているので。こ
の会に成功や失敗という考えで臨むとしんどいと思
うんですけれど、今日という日は参加してくださった
皆さんやお会いできた方とお話しできる日と捉えまし
た。
高木：ありがとうございます。では皆さんからの温かい
コメントを頂ければ幸いに存じます。続きまして、らせ
んゆむさんお願いいたします。

らせん：らせんゆむと申します。私は2014年に、「私は
かんもくガール」というコミックエッセイを出版させ
ていただきました。私は幼稚園の頃から、中学３年
生まで場面緘黙症だと思われる症状がありました。
その後言葉が出るようになってからも、数十年にわ
たっていわゆる後遺症という、発症当時より苦しい
二次症状に悩まされていたんですけれども、長い時
間を経て、改善に至ったところまでをこの本に書か
せていただいています。この本を読んでいただいた方
から、予想を超える、たくさんの反響をいただきまし
て、場面緘黙症に苦しむ人々が予想よりもずっと多
かったんだなということを実感いたしました。

　　場面緘黙を発症している当時の写真ですが（スク
リーンに写真を写す）。このような感じで、左の方が
家庭での表情なんですけど、家庭以外の場所では
表情が硬くなってしまって、ほとんど話すことができ
ませんでした。私は幼稚園に入る前に、なぜか「外に
出たらしゃべらないぞ」とか、「本当の自分を出さない
んだぞ」というふうに決めてしまっていて、その後の
主に学校ですとか習い事の場面など「緘黙」状態の
自分と、家庭でよく話す自分というのを使い分けてき
ました。その自分自身の縛りが学校でのいじめとか
成績の低下につながってしまって、家庭環境も不安
定だったので、ほんとに安心できる居場所が限られ
ていてしまっていて、とても苦しい思いをしてきまし
た。

　　高校の入学の際に遠方の高校に行くことで少し
ずつしゃべれるようになってきたんですけども、その
後15年以上、緘黙だった頃の影響で悩んでいて、
人間関係がうまくいかないで孤独を感じていたり、
仕事をすることがままならない時期があったりして、
鬱になってしまった状態があったのですが、理解あ
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る人との出会いですとか、自分の内面について本な
どで勉強したことがきっかけで、少しずつ改善して
いきました。現在はその15年ほど続いた後遺症の
脱出からさらに10年ぐらい経っていまして、今でも
多少の不得意は残りますが、やっとほぼ克服したと
言っていい状態になっています。現在は結婚して４
歳と６歳の２人の男の子の子育てに奮闘しながら、
イラストを中心としたクリエイターの仕事をしていま
す。本日はこのような場に招いていただいて、恐縮し
ているととともに、とっても感謝しております。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
高木：ありがとうございます。差し支えなければ、後遺
症の部分についてもう少し教えていただいてもよろし
いですか。

らせん：後遺症はですね、しゃべれるようになり始めて
しばらくの間は、まずコミュニケーションの取り方が
わからなかったので、どういうタイミングでどういう話
をしていけばいいのか、というのがわからなかったと
いうことと、何を話していけばいいか考えている間に
どんどん周りの空気が進んで行ってしまって、結局
しゃべれるタイミングというのを見失ってしまうとい
うのがありました。あと、しゃべれるんだということで
自信が付いてきたことによって逆に調子に乗って失
敗してしまった部分があって、そういうものがどんど
ん重なっていくことによって、人間関係がうまくいか
なくなってきて、自分はダメなんだって自己否定みた
いなものがどんどん大きくなっていきまして。「どうし
てうまくいかないんだ」「世の中が悪いんだ」みたい
なことにもなっていきまして、それでうつ病など発症
して、うつ病からの脱出も数年かかりまして、そこか
ら徐々に、勉強していくことによって、自己肯定感を
アップさせることで少しずつ脱出するような感じでし
た。
高木：ありがとうございます。年齢に応じた例えばコ
ミュニケーションの取り方やコミュニケーションのス
キルがバランスよく育っていかなかったところから、
行き違いが起きてきたと言うか、うまくいかない部分
が出てきたという感じですね。

らせん：そうだと思いますね。
高木：わかりました。現在特に困っていることっていう
のは？

らせん：ほとんど克服したと言ってはいるものの、現在
も、こういう初めての場所ではなかなかうまくことば
が出てこなかったり、初対面だと自分から話しかけ

たり、輪に入っていくきっかけをつかむのが不得意
だったり、表情がちょっとこわばりがちになってし
まって、人から見て話しかけづらい印象を与えてし
まうことが多かったり。あとは、私が適切な表情がで
きているのかっていうことが常に、気になったりして
しまって。あと先ほどもちょっとありましたけど、話す
前に何話そうかなっていうことをものすごく考えてし
まうので、会話がすぐに途切れてしまうことがありま
す。
高木：どうもありがとうございます。共感できるという方
が大変多いのではないかと思いました。最後になり
ました、浜田さんよろしくお願いします。
浜田：「かんもくの会」代表の浜田と申します。かんもく
の会の代表と申しましても、実質的には開店休業状
態になってますので、今個人的な活動しているので
す。僕は、普通と違いまして、高校入学したときから
場面緘黙になったんですが、小学生ぐらいまでは普
通で、活発な普通の子どもやったと思うんですけれ
ども、中学でいじめとか仲間外れを受けまして、特に
中学２年の時すごく陰湿ないじめを受けたので、だ
んだん人に馴染めにくくなっていきました。で、中学
は最後楽しく卒業したんですけども、高校に入った
ときに、新しいクラスメイトに最初にまったく話しか
けることができなくて、それが１か月ぐらいで、完全に
こわばって、誰とも、話しかけられても反応しないし、
まったく教室の中では、表情を出さないような態度
が固定しまして、そのまま卒業しました。

　　途中で高２のときに、いったん学校行くのが辛くて
やめよう思って、自分は退学したつもりで辞めたんで
すけども、やっぱり受験がひとりではできないと思っ
たので、仕方ないから再登校して、それから心を殺し
て通い続けたんです。進学はできたんですが、そこか
らがもっと大変なことになりまして、長い話になりま
すけども、大学は留年とかを繰り返して、14年近くい
まして、33歳のときにやっとなんとか就職したんです
けども。仕事についても、そこでも続かない。最初のと
ころは１か月で転職して、転職したそのところを３か
月ぐらいで辞めていくを繰り返して、その後は、ほと
んどフリーターみたいなこと３年くらいやった後にま
た、再就職したんですが。そこがなんとか１年半やっ
たんですけども、うつ病になってしまいまして辞めま
して、そのころにかんもくの会の活動、今やっている
ことを始めました。

　　結局そのままもういっぺん再就職活動してやった
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んですけども、すぐにやめてしまいまして。自分は、人
の中で普通に勤務することが難しいと思って、英語
の翻訳をやっていましたんで、それを活かして、１人
で仕事ができないかと、思いまして、翻訳会社に応
募して、なんとか採用してもらって、今はフリーランス
で１人で、７、８年くらい家で仕事をしています。やっ
と最近、生活が安定して、人生で初めて継続して仕
事をできてる状態になってます。
高木：ありがとうございます。浜田さんが日常の中でと
か、あるいは仕事の中で、特にこんなところが困ると
いうことがあったら教えてください。
浜田：仕事は今１人でやっていますので、仕事上では、
ほぼ何も問題はないんですけれども。親戚、特にめ
いやおいが小学生の子がいるんですけど、そういっ
た子たちに会ったときに、どう話しかけていいのか分
からないですね。おじのくせに黙ってるとか、よく親戚
同士で集まってバーベキューするとかいっても、自分
だけ欠席するとか、そんなことやってます。それ以外
に社会的な日常生活は、買い物するとか、ほとんど
問題はないです。
高木：ありがとうございます。今の話も共感できるとい
う方が多いのではと思います。この時期、年末年始、
忘年会、新年会、家族の行事、などで大変憂鬱に
なってくるなって方も多いのではないかと思います。

　　では、ここまでの自己紹介いただいたものに関連
して、広瀬さんの方から何か、コメントやご質問など
あればお願いします。
広瀬：そうですね。私も共感しながら聞いていました。
今日の講演の内容ともつながりますが、症状あるい
は問題の特徴として「自己否定しやすい」「自分を責
めやすい」といったことや、「自分はやっぱりダメだな」
といった考えが浮かんでしまうことは、よくあることだ
と思います。そのような中でも、「他にこういうふうに
考えられないかな」「自分ってこういうところができる
んじゃないかな」といった、自分なりに対処したり、自
分を認める作業を同時に行ってきたんじゃないかな
と思います。もしご自身で何か取り組んできたことや、
こういったところを意識してきました、ということがあ
ればお聞きしたいです。
高木：どうしましょう。４人の方に伺っていきましょう
か。ではまず、入江さんいかがですか？
入江：自分を認める作業っていうようなことですね。仕
事をし始めてから、人の役に立てている感覚とか、
部活動もやったことがなかったので、共通の目的を

もって、チームプレーで協力する経験とか、協力し
合ってそこに連帯や信頼関係が生まれることも、仕
事をして初めて実感し経験できました。そういう中で
自分の存在が受け入れられて、認めてもらっている
なという感覚が持てました。そして、お互いの相互作
用や感情や気持ちをやりとりする中で、また、仕事を
続けていけている中で、自信とかそういった感覚を
積み重ねることで、自分自身も自分を認めることがで
きて、自己否定が減り、徐々に自己肯定感が生まれ
てきたと思います。
高木：人の役に立ててる感覚とおっしゃいましたが、や
はりこれはとても大事ですよね。「自分を認めてあげ
る」とことばで言われても難しいですが、客観的な事
実として周りから認められているってことが感じられ
るという経験は大事ですね。

　　加藤さんご発言の準備ができたそうなので、お
願いしたいのですが、その前に１つ説明させていた
だきます。加藤さんはけん玉も非常に得意でいらっ
しゃいまして、今回のシンポジウムではご発言の時
に、答える用意ができたらけん玉を立てていただく
約束になっております。今、けん玉立ってる状態です
ので、同じ質問に答えていただきたいと思います。
加藤：私は迷ったり、落ち込んでしまったりしたときに
は、その経験を財産にしたり、休んだりして、通常な
気持ちを取り戻します。場面緘黙を自分だけで乗り
越えるのはとても難しいと思います。だから、緘黙富
山やかんもくネットの会合、おしゃべり会、交流会な
どに参加していただき、仲間と一緒に悩み、共に力
を合わせて困難を乗り越えていきましょうと言いた
いです。
高木：ありがとうございます。「自分だけで乗り越えるの
は難しい」っていうのは本当にその通りだなと思って
います。今日この会場に足を運んでくださった方は
多分とても勇気を出してきていただいたと思うので
すが、なかなかそうでない方もいっぱいいらっしゃる
と思います。人とつながっていくっていうのはとても
大切なことだなと思っています。

　　あとはお２人いかがでしょうか。ではらせんさんお
願いします。

らせん：私は、子どものときは、家庭の不和もあってな
かなか自分を肯定するということができずに、長く引
きずってしまったんですけど、大人になってから、自
分を否定してしまうことはそのせいなんだってことを
理解したということもあります。またそんなに自分を
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否定しなくてもいいんだよという内容の本をたくさん
読みまして、それで、自己肯定感を高めていったとい
うこともあります。

　　その時期にちょうど自分を認めてくれる人との出
会いもありましたし、出版をしたことで、本当にたくさ
ん反響をいただいたので、こんなに同じ思いをしてい
る人がいるんだなっていうことが、私の場合は、すご
く大きな自己肯定感のアップにもつながりました。

　　今は、子育てがものすごく大変でして、彼らの面倒
を見ているうちに自分よりも彼らのことが優先になる
ので、その責任感と言いますか、彼らは私しか頼るも
のがいないので、そういうのがあります。そういった中
で、総合的に自己肯定感を高めてこれたのかなと思
います。
高木：ライフステージが変わっていく中での、立場の変
化だったり人との関わり方の変化だったりというの
が、ちょうどいいきっかけとして働いたということです
ね。後で聞けたらと思っていたのですが、出版のこと
が出てきたのでついでに伺いたいと思います。入江
さんの自己紹介で最初、「当事者研究」ということば
が出てきましたね。らせんさんにとっての本の出版っ
ていうのも「当事者研究」というか、自分と向き合っ
たり、見つめ直したり、自分にとってのカウンセリング
的な要素というのももしかしたらあったのではないか
と思うのですが、いかがでしょうか。
らせん：そうですね。自分はどういうことを考え、そうい
う風にしたのかを冷静に振り返るきっかけにはなり
ました。場面緘黙という経験は、なかなか他の方、そ
んなにしてらっしゃる方がいないので、これは本にな
るだろうなと思っていて、それでずっと書こうと思っ
ていたというのもありました。そう思ってはいたんで
すが、書いてみて、反応があって、自分は改めてこう
いうところで苦しんで、他の方もこういうことで苦しん
でいたんだなということがわかるようにはなりました。
高木：どうもありがとうございます。では最後に浜田さ
ん、一言いいですか。
浜田：申し訳ないんですけど、自分が話した後で、頭
が、パニックなってたので、質問の内容が頭にちゃん
と入ってなかったので、もう一度。
高木：広瀬さんもう一度お願いします。
広瀬：自己否定であったり、いろいろ自分を責める考え
が頭の中に浮かんでくることが多かったのではない
かと思います。そのような中でも自分を認めたり、励
ましたり、そういう経験があれば教えていただきたい

です。
浜田：これは、ずっと一生懸命やってこようとしたことな
んですけども、やりすぎて、うわべっつらばっかり元
気に見せようとか、してきたんですけど、結局それが
裏目に出て、余計自己否定が強くなったというのを
繰り返してきたんですよ。どうしたら良いかっていう
のは、未だにわからない。今は、まぁやりすぎないよう
にしようとして。すいません、ちょっとこっから答えに
ならないですか。
高木：浜田さん、もうちょっと伺ってもいいですか。
浜田：はい。
高木：そうは言っても、開店休業状態と最初おっしゃい
ましたけど「かんもくの会」の活動は未だに精力的に
されていると思います。このあたりは、浜田さんにとっ
てプラスになっている部分というか、自分を肯定する
ような経験になっていたりはしていますか。
浜田：はい、それはなっていると思います。やっぱり自分
のやったことで、確かに、皆さんに理解を得て、支援
いただけるようになったということはありますんで。す
ごく、それはなっていると思います。
高木：はい、どうもありがとうございました。

2．場面緘黙が治っているか、「治る」とは何か
高木：ではですね、話題を進めていきたいと思います。
今回のシンポジウムの大事なテーマでもある「大人
の場面緘黙」ということなんですが、そもそも大人の
場面緘黙とはどういったものなのかというはっきり
とした定義というか、「ここからここまでが場面緘黙」
「これは場面緘黙には入らない」とか線引きは非常
に難しいと思います。今日登壇されている方も、もう
治っている「経験者」でしょうか。それとも「当事者」
でしょうか。あるいはかなり改善しているがまだ当事
者の部分が大きいでしょうか。

　　それぞれの方にとっての場面緘黙とはどういった
ものか、それぞれご自身は治っていると考えているの
か、「治る」ということの定義はいったいどういうもの
と考えているか、そういったことをお話ししていただ
けたらと思います。

　　順番はいかがでしょう。加藤さんからでもいいで
すか。（加藤氏がけん玉を立てる）では加藤さんお願
いします。
加藤：私にとって、場面緘黙は、日々付き合っていくも
のだと思います。直接、人と関わると不安や緊張が
出ます。気づかないうちに、人に嫌な思いをさせてい
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る可能性もあると思います。今は、一言しゃべれたと
しても、たくさんしゃべり続けることが難しいと感じて
います。しゃべらない分、楽なところもあるかもしれま
せん。もちろん、不利なところもあると思います。場面
緘黙になったことで、歩む人生もあると思います。人
に支えてもらえて、励みになることもあります。
高木：日々付き合っていくもの、場面緘黙になったこと
で歩む人生もある、ということですね。加藤さんは
治ってはいらっしゃいます？
加藤：私は、治っていないです。当事者です。経験がな
いので、「治る」定義はよくわかりませんが、私にとって
「治る」とは、いろいろな人たちと関わりの中で、自分
から声を出すことができたり、何か聞かれたら返事
できたりすることだと思います。相手にわかるような
声が出せるようになることだと思います。
高木：どうもありがとうございます。「治る定義はよくわ
かりませんが」という風におっしゃっていただきまし
た。これぜひ、フロアの皆さまも、自分はこうかなって
考えるというのがあったらTwitterでつぶやいてくだ
さい。あとで機会があれば拾いたいと思っておりま
す。

　　入江さんいかがでしょう。
入江：特殊なのかも知れないですけど、私にとって場
面緘黙はアイデンティティの一つになっていて、日常
的に緘黙を通して、様 な々ことを考えようとしたりす
るのが趣味というか、そういうことが好きという面も
あります。場面緘黙にこだわって活動する中で、出会
いや仲間とか生きがいや充実を得ることができまし
た。

　　私にとって、場面緘黙に関わる活動は、人生で初
めて自分から主体的に能動的に、ほんとにやりたい
なっていうことができた感覚がありました。しかし、
だからといって、緘黙でよかったとは、まったく断言
できなくて、緘黙を通して得たすばらしいものは、私
の人生を支えてくれてはいるんですけれども、それ以
上に緘黙によって、もたらされた悪夢のような苦悩
があって、それらと私の人生は切り離せないので、ま
あ、そういう愛憎みたいな意味のアイデンティティが
場面緘黙に対してあります。

　　現在は、生活の中で、緘黙に関わる活動の比率
を、少しずつ減らして、緘黙がアイデンティティである
という度合いを徐々に減らしていきたいと思ってい
ます。緘黙にとらわれないで、自分の人生を有意義
に生きることこそが、私の本来の望みだと考えたから

です。
　　また、現在も対人面で不安になることは多くて、加
藤さんと同じで、緘黙は日々付き合っていかなくては
ならない気質や体質だと思っています。なので、人と
話をすることは、できるようになってはいるんですけ
れど、当事者という意識もあります。
高木：ご自身の認識としては、当事者という部分がある
ということですね。お話の中で「人生で初めて能動
的に自分のしたいことができた経験が場面緘黙と関
わっている」とおっしゃってましたよね。
入江：はい。
高木：そこをちょっと教えていただけます？
入江：そうですね。それまでは、何か自分がやりたいな
と思ったことがあっても、なかなか、自分から動くと
いうことができなかったですし、それを始めるエネル
ギーもなかったです。生きる意欲みたいなものとか、
エネルギーがすごく低下していて、それができなかっ
たっていうのも大きいんですけども。

　　緘黙を知ったとき衝撃がすごくて、自分の中から
自然に、何か自分にできることはないかなという気持
ちが強く溢れてきました。それまでにやりたいと思っ
たことの中でもいちばんそう思いましたし、そのよう
な意欲や感覚が驚くほど出てきました。幼い頃から
長い間、自分の内面の問題について考え続けてきた
ところに、場面緘黙という名称と定義、実態が現れ
ることで、やっと問題の核の言語化や、それを表現し
発信すること、生きやすくなるための行動の道筋を
描くことが、可能になったという感じです。あとは、働
いた経験が徐々に自信になっていたタイミングでし
たので、ちょうどそういった活動をスタートする勇気
やエネルギーが出せたのかなと思います。
高木：ありがとうございます。お答えいただいた中にも
関連することがあったかと思いますが、「治る」の定
義はどうですか。
入江：私も治るってどういうことなのか難しいなと思っ
たんですけども。話せるようになっても緘黙傾向と気
質は残り続けていて、やっぱり人と話したり、話しか
けるのが苦手っていうのはずっとありますし。あと人
生の中で、元気な時期と元気じゃない時期の波が
あって、緘黙とその他の症状の出方もそれに左右さ
れる、そういう波があります。一番苦しかった時期は
死にたいと思いました。この先はそこまでの苦しみは
ないだろうと思っていますが、人生何が起こるかわ
からないし、ちょっとしたきっかけや生活環境の変
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化で、いつ症状が出るかわからないっていう不安が
常にありますね。

　　生活の中で、不安やストレスが大きい時期は症状
が強く出ていたと思うので、変化して揺らぎながら自
分の中に緘黙は常に気質や体質としてあるし、０か
１かというところで言うと、克服と緘黙状態の間を
行ったり来たりし続けて生きていくのかなと思ってい
ます。私の場合は、治るとか治らないとか、克服とい
う言葉やそういう感覚に違和感があって、体の病気
のように、常に再発するかもという怯えがあります。

　　でも、もしいつか、緘黙のことを頭の中からまった
く忘れて、生活している日がもしきたら、それはもしか
したら治ったと言えるのかな、と自分の場合は思っ
ています。もし治っていなくても「緘黙気質」が残っ
ていても、毎日自分らしくいきいき過ごせていたなら
ば、治ったと自分の中で言っていいのかなと思いま
す。緘黙の苦しみはあまりに強烈なので、その記憶
を忘れることは一生ありませんが、でもそんなことも
あったなくらいに思えるようになれる日がきたらいい
なと思います。
高木：「緘黙気質」というのは絶妙なことばですね。気
質、体質と捉えると、治るというのとは全く違った視
点になると思います。非常に深い話をどうもありがと
うございました。

　　では、らせんさんいかがですか。
らせん：私は、先ほども申しましたけども、多少の苦手
はあるんですけど、自分自身の場面緘黙という症状
はほとんど治ったと思っています。

　　私の考える治ったという定義は、まず、「どの場面
でも差し支えない程度で話せるようになった」という
ことはもちろんですが、場面緘黙であったことで傷つ
いた経験ですとか、自分の気持ちを自分でこうだっ
たなと認められるようになって、それを蒸し返しても、
傷つかなくなったと言いますか、そうだったという客
観的な気持ちになることができるようになったという
ことですね。あとは、場面緘黙の影響で不得意なこ
とは不得意なんだなと認めて、不得意なりに対処法
を考えて乗り切れるようになったということが、私の
治ったということの定義だと思います。

　　先ほど入江さんがおっしゃっていたように、場面
緘黙だったということは１つのアイデンティティだと
思いますので、それが私の場合は出版のきっかけに
もなりましたし、それによってこんなにたくさん同じ思
いしている人がいらっしゃるんだなということもわか

りました。それで、つらい経験ではあったんですけど
も、今ではすごくその経験をしてよかったなと思いま
す。
高木：ありがとうございます。治ったという感覚という
のは、どうなんでしょう、気づいたら「あ、そういえば、
治っていたのかな」っていう感じなんですか。

らせん：そうですね、今考えると、その時みたいに、「私、
緘黙だからこれができないわ」と傷つく思いがなく
なった、自分を傷つけるような感じがなくなったっ
ていうのが、治ったっていうことなのかなって思いま
す。不得意なことはありますけど、それはわりと、一
般的な人、誰しもが持っていることで、場面緘黙だ
からって、それをいちいち頭に付けることがなくなっ
たことが私の治ったという定義なんじゃないかなと
思っています。
高木：場面緘黙ということばを知ったのはいつぐらいと
おっしゃってましたっけ。

らせん：知ったのは、社会人になってからです。
高木：知ってから、しばらくは「場面緘黙だから」ってい
うのを自分の中で付けていたということですね。
らせん：場面緘黙だったから、あの時、あの経験があっ
たから今これができないんだって考える。何かに
つけて、自分のだめなところを「場面緘黙の経験が
あったから」って結び付けるようなことになってたん
ですけども。今では逆に出版が主なきっかけで、「場
面緘黙は良い経験だったんだ」って思うようになりま
した。
高木：どうもありがとうございます。では、浜田さんお願
いします。
浜田：えっと、場面緘黙が、治ったかっていうと、まった
く治ってないと思います。最後に仕事辞めたときって
いうのは、結局それで辞めたみたいなもんで、それか
ら、先ほどの広瀬先生のお話でいうと、回避したまま
ずっといます。ひとりで過ごしているわけです。

　　ひとりで過ごしている限りは、楽なんで、「いつの
まにか治っているのかな」って思うこともあるんです
が、時 そ々ういう場面になると、やはりそうなります。
今がまさにそうで、場面緘黙がなり始めたときの気
持ちに似ているんです。緊張で、クラスメイトにしゃ
べられなくなって、固定した後っていうのは、しゃべ
れるような気がするんですけども、しゃべったってい
うのを注目されるのが嫌で、それが他人の目、視線
を気にするっていうのに変わって、それがしばらく大
学生になっても続いてて、クラスメイトが別にそこに
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いるわけではないけど、常に自分を監視されてしゃ
べっているかどうか、見られているような気がするか
ら、ずっと話せないっていうのが続いて。そういう仮
想的な目は多分消えたと思うんですけども、最初に
緘黙になったときの緊張感っていうのは、今感じて
いるから、治ってない。治るっていうのは、これがなく
なることではないかなと思います。
高木：「今」というのは、「今この瞬間」ということですよ
ね。
浜田：そうです、はい。
高木：話すことはできているけれども、異様な緊張感が
あると。
浜田：初めて、自分が、人前で話せないっていう体験を
したのが、まさにこういう状況だったんですね。
高木：つまり、言語的な症状として「話す」という行為だ
けを取り上げてみると、話せているから一見治って
いるように見えるけども、その本質的な部分は治っ
ていない、という捉え方でいいでしょうか。
浜田：そうですね、はい。何回でもぶり返す可能性があ
る。
高木：どうもありがとうございました。それぞれの登壇
者にとっての場面緘黙とは、治っていますかと伺って
きましたが、広瀬さんいかがでしょうか。
広瀬：治るか治らないかという二択で考えることは難し
いことだと思います。人それぞれ判断の基準が違い
ますし、そのなかで共通することを探していくのは大
変な作業であると思います。

　　４人の話を聞いて、「緘黙だから」と考えなくなっ
た、緘黙というアイデンティティに捕らわれなくなっ
たというところは、とても大事なことだと思いました。
「自分=緘黙」と考えてしまい、その考えから離れる
ことができない状態では、「緘黙を治したい、改善し
たい」という方向に向かい続けることになります。そ
のような考え方ではなく、自分はどのように生きたい
のか、どのような方向を目指して生活していきたいの
か、そういうところに向かい始めたときに、初めて、緘
黙から離れていくように思います。それが本質的に
治る方向に向かっているような感じがします。
高木：自分自身の緘黙症状があって、「自分は緘黙
だから」「緘黙だから」って言ってるところから、もう
ちょっと別のところに目を向けたり、視点が外にいっ
たりすることが、１つの治っていく契機になっている
のではないか、というところですよね。

3．「緘黙」という名称について
高木：後半で話題にしようと思っていたところなんで
すが、関係するとこで取りあげたいなと思うのが、名
称の問題ですね。「緘黙」という状態を示す名称は、
言語症状の部分を特に取り上げた呼び方であるわ
けですよね。そのあたりについて、「緘黙」「場面緘黙」
「選択性緘黙」という名称と、感じている今の状態
とのずれがあるかなと思います。つまり「話せるけど
も、自分はやっぱり緘黙だ」という部分があると思う
のです。そうしたら、ではどういう風に呼んであげたら
いいのかとか、その辺についてコメントがある方がい
らっしゃったら教えていただきたいなと思いますが。
浜田：私。
高木：浜田さんお願いします。
浜田：私の提起したことを取り上げてくださっていると
思うんですけど。緘黙っていうのはあくまで、外から、
他人から見た姿で、人の心の中って見えないですか
ら。どうしても外から見た１番目立つ状況、症状だか
ら「緘黙」、黙るって意味ですよね。緘黙っていう名
前を付けられているんだと思うんですけれども。外か
ら見て、これが消えるかどうかで、緘黙である、そうで
なくなったっていう風に思われる発言をぼくは何回
もされたんですが。それだけではなくて、そんなもん、
内面の一番表に出てきた氷山の海面上に出てきた
部分、外に見える部分だけで、それがなくなったとし
ても、もっともっとその奥にいろんな問題が横たわっ
ているんです。それをもうちょっとね、理解、想像し
やすいような名称であった方が良いんじゃないかと
言ったことがあったんで、取り上げていただいたと思
うんですけど。たぶん当事者の方だったら、結構共
感してもらえるんじゃないかなと。
高木：どうもありがとうございます。加藤さんもご発言
準備ができたようなので、いいですか。
加藤：「場面緘黙」という名称でいいのかどうかはよく
わかりませんが、話せないだけでなく、「緊張や不安
が強いこと」もあると思います。
高木：話せない部分だけじゃなくて、緊張とか不安とい
うことも含めた呼び名があった方がいいのかもしれ
ない、ということですよね。フロアの皆さまも、ご意見
があったらTwitterでつぶやいていただいても結構
ですし、ご意見お寄せいただきたいなと思います。

　　他の方はいかがでしょうか。では入江さんお願い
します。
入江：「場面緘黙」か「選択性緘黙」かっていう議論は
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あるんですけど、浜田さんの提起で緘黙っていう名
称で良いのかって言われたときに、そのことを考えた
ことがなかったなと思いました。やっぱり、おっしゃっ
た通りに話せなくて黙ってしまうっていうことだけ
じゃなくて、例えば、体の動きとか、自己表現全般が
抑えられてしまうとかそういう部分も伝わりやすいよ
うな名称に変えることは良いことだなと思いました。
緘黙の本質の部分が「話せない」という部分だけを
見て取り違えられてしまう可能性が、もしかしたらあ
るのかなと思いました。
高木：周りから見て、「話せない」ということだけに注目
されてしまうおそれがあるということですよね。らせん
さんお願いします。
らせん：私もみなさんと同じです。話せなくなってしまう
のがメインではあるんですけども、それだけの問題で
はないというか、やはり、挙動にも人から見たら不自
然さが生じているだろうなということもありますし。そ
れが、深い所で言えば不安とかそういうところからき
ていると思いますし、本当の自分を出せないっていう
二重人格的になってしまうような悩みもありますの
で。そういうところを総合して、緘黙ということばがこ
れだけ普及してきたところに、また名称を変えてしま
うのも、ちょっとどうかなとは思うんですけど、緘黙も
含めて、心理的なものもセットになったわかりやすい
名称があればいいかなと思います。
高木：今おっしゃっていただいた中に、わかりやすいこ
とばで理解を広めていく、という側面も確かにあると
思います。緘黙ということばで徐 に々啓発が進んでき
たということで、いきなり名称変えましょうという提案
をここでしたいというわけではなくて、あくまで本質
的なものを議論する１つの手がかりになるのではと
思いっています。

　　広瀬さんはいかがでしょうか。
広瀬：そうですね。困っている人たちにとって役に立つ
ことばであればいいのかなと思います。個人的には、
緘黙ということばを変えたいという考えはありません
が、パッと聞いてイメージがしやすいようなことばが
選ばれていくのが今後必要だと思います。
高木：そうですね。「役に立つ」という視点はとてもい
い、大事な視点ですよね。

　　そうしましたら、ここまでのフロアの皆さんのコメン
トも頂戴したいなと思っておりますので、いったんこ
こで休憩にさせていただきます。ただ今から、15分間
の休憩といたします。お手元に質問用紙があります

ので、前の回収ボックスに入れてください。ただ、進
行の都合で全てのご質問にお答えすることはできま
せんので、あらかじめご了承ください。では休憩とい
たします。

＜休憩＞

4．場面緘黙への気付きやカミングアウト
高木：後半は会場の皆さまのご意見を交えながら進
めて参りたいと思います。ご記入いただいた質問用
紙からピックアップしたものや発言を受ける形で進
めて参ります。多くのご意見を取りあげていきたいと
思っております。

　　初めに、いただいた質問の中からいくつか登壇者
の方に投げかけたいと思うものがあります。まず、「場
面緘黙といつ気づいたか」、「周囲に場面緘黙をカ
ミングアウトしていたか：カミングアウトしていた場合
その方が楽になったか、周囲の協力を得ることがで
きたか」、「どのようにして自分の状態を受け入れ向
き合ってきたか」、「思春期などに保護者にしてほし
かったこと、学校の先生にしてほしかったかったこと
などはあるか」。このあたりをまずは伺っていきたいと
思います。では、入江さんよろしいですか。
入江：27歳のときに、インターネットでたまたま場面緘
黙を知りました。それまで自分は精神的に不調にな
ることとか、いろいろあったんですけど、場面緘黙が
すごく自分にあてはまるのが、大きな衝撃でした。そ
れまではあてはまるものがあるようなないような感じ
でモヤモヤしていて、27歳のとき、もうだいぶ話せる
ようにはなった頃に知りました。

　　カミングアウトっていうのは、主人と妹が一番安心
してしゃべれる存在なんですけども、その２人以外に
は特に言っていませんでした。今年の２月に、テレビ
の取材を受けたときに両親とか、幼なじみにも取材
をしたいということで、そのときにはじめて、両親や幼
なじみに緘黙のことを伝えました。今は、両親と一緒
には住んでいないので、特に楽になったかどうかは
わからないですし、それ以前にも場面緘黙に関する
活動をしていたので、カミングアウトによって変化す
るという状況ではなかったです。

　　自分をどう受け入れて向き合ってきたかという質
問なんですけど、なかなか自分を受け入れて向き合
うことができなくて、27歳で場面緘黙を知った頃
に、やっと自分のことが整理できたりだとか、場面緘
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黙を通して、自分の今までの苦しみとか経験をもう１
回整理し直すっていう作業ができたので、そのこと
も自分を受け入れ向き合うことの大きな手がかりに
なりました。仕事をするまでは、引きこもりに近い状
態になったりもして長い間外に気持ちが向かなかっ
たんですけども、外に気持ちを向けて仕事をしたり
する中で、周りから受け入れられることで、自分で自
分を受け入れられて、向き合うことができたと思いま
す。

　　保護者や教員にしてほしかったことというのは、
私はまったくしゃべれなかったわけではないのです
けど、すごく不安な気持ちを抱えてしまって話せなく
なったり、自分を出せなくなったりしてしまうことが症
状としてあるということを、保育士や教員の方に知っ
ていただいて、そういう目線で、ただおとなしい子とい
うだけじゃなくて、守ってもらえたら、私はすごくうれ
しかったのかなと思います。
高木：ありがとうございます。他の方にもですけど、入
江さんにも引き続きで、「学校の中で支援や配慮が
あったか」「ＮＧワードや困ってしまうことなどがある
か」という質問も今発見しましたが、いかがですか。
入江：私の場合は授業に参加できていて、朗読や歌の
テストもできていたんですけれど、雑談や仲間に入る
ことはうまくできなかったです。とてもおとなしい子と
しか見られていなくて、特別な支援や助けは学校で
はなかったですね。

　　NGワードっていうのは、自分の中のＮＧワードっ
ていうことですよね。自分が本当に心を開ける友達
がいない、誰よりも孤独だっていうことを人に見透か
されているんじゃないかと思って、それに近いことを
言われるとすごくドキドキして、27歳くらいまでは友
達がいないことや、信頼関係でつながっている人が
いないことが大きなコンプレックスでした。
高木：どうもありがとうございました。他の方いかがで
しょうか。全部でなくても結構ですけど、これについ
ては答えられるというものがありますか。らせんさん
いいですか。

らせん：私はですね、「緘黙をいつ知ったか」というの
は、社会人になってどうしてこんなにうまくいかない
のかなっていうことを調べていて、インターネットで
場面緘黙という症状だったと、子どものころの症状
がそれだったということを知りました。

　　カミングアウトしたかどうかっていうのは、例えば
おとなになってからの友人との話の中でちらちらと

言ったことはありますけど、あまり理解されないとい
うか、ただおとなしいのとどこが違うのかっていうよ
うな感じで、あまり受け入れてもらえないです。夫も
いるんですけど、夫はまあ私と正反対の性格で思っ
たことは素直に言えるタイプで、これを言ったところ
で理解してくれないだろうなって思うので、あまり話
はしてきませんでした。一番は、ほんとに出版をして
全国的にカミングアウトをしまして、それになります
ね。

　　自分をどう受け入れ、向き合ってきたかということ
は、先ほども少し話しましたけども、自分を否定して
しまうのは、子どもの頃の家族関係であったり、そう
いうことがきっかけで、自分が悪いわけじゃないん
だってことを勉強しまして、自分に言い聞かせまし
た。自分が悪いわけじゃなくて、環境のせいであった
り、考え方のせいであったんだということを少しずつ
理解して向き合っていきました。
高木：ありがとうございます。らせんさんには、ご指名で
質問が１つ来ております。「自己紹介のとき、自分は
学校では絶対しゃべらないという思いでいたそうで
すが、しゃべろうと思えばしゃべることはできたので
しょうか」。
らせん：例えば、しゃべらないといっても、指示された音
読ですとか、返事だとか、まったく声が出ないという
わけではなくて、必要最低限のことは声が出ました。
例えば、雑談ですとか、何か質問されて答えたりって
いうのが、自分の中で「私はしゃべらないぞ」って決
めているので、それが縛りになってなかなか自分から
話そうと思って話すことはできませんでした。
高木：どうもありがとうございます。後は、他の方いかが
ですか。加藤さん準備ができたようですのでお願い
します。
加藤：高校の頃に知りました。短大時代からカミング
アウトしていました。私の場合何かに挑戦するときに
は、私が場面緘黙当事者であることを親や支援者
から相手に事前に説明してもらい、事情をわかって
もらうようにしています。例えば、相手に何かを伝え
るときは、音声ではない合図をするなどの了解を得
るように配慮してもらっています。そのような支援が
あったから、いろんなことに挑戦できたのだと思って
います。
高木：ありがとうございます。カミングアウトしたからこ
そ挑戦できたという部分もあったということですね。
浜田さんはいかがですか。
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浜田：私が初めて場面緘黙を知ったのは、34歳のとき
に古本屋で簡単な心理学の本を読んでるときに、た
またま場面緘黙というページを見つけて、そこに書
かれてる内容が自分にまったく同じだったので、初め
て知りました。それで初めて、自分の他にも同じよう
な人がたくさんいるということを知りました。それまで
は、「こんな人間は自分しかこの世にいない」と思っ
ていて、誰にも理解されないっていう孤独感で苦し
んでいましたので、場面緘黙を知ったことで、孤独感
が一挙になくなりました。ただ、それで緘黙が改善す
るっていうことは別になかったんですけど、それだけ
でもすごく変わりました。

　　カミングアウトは、その時はすぐにしなかったんで
すけど、何年か後にブログをちょっとやってた時期が
あって、それで自分はこんな体験してきたっていうの
をインターネット上でたくさん吐き出しました。それ
はすごく自分の胸にたまっていたものを浄化するの
に役立ったと思います。受け入れたかっていうのは
ちょっと、まだとても受け入れられない。これはちょっ
と答えられないです。

　　学校や家でしてほしかったことは、入学して僕はす
ぐ話せなくなったんですが、入学してすぐ１か月ぐら
いしたときに担任の先生に呼び出されて、「君はずっ
と１日中しゃべらないでだまって一人で過ごしてい
るようだけど大丈夫かい」って聞かれて、そのときま
だそういう自分の状態を認めたくなくて、「大丈夫で
す」って言ってしまったんです。で、あそうかというこ
とで、それで終わりになったんですよ。ほんとは、その
後もずっと、時 そ々ういう風に呼んでくれてたら、もし
かしたら、いい方向にいったのかもしれないですね。
家では普通にしてたんで、まったく家族は僕の学校
の状況を知らなかったんで、半年くらいしたとき、懇
談会で親が呼ばれて初めて話を聞いて、親と先生
だけの二者懇談なんですけども、それから母親が家
に帰ってきたら、私に向かってすごく怒りました。あ
んた一人で、学校でまったくしゃべらんのやってねっ
て、すごく怒られてショックを受けました。それで、あ
あいうときにもうちょっと怒らずに「どうしてか」って
聞いてほしかった。ちょっといたわってほしかった。
未だに親にはちょっと心開けてないですね。

　　ＮＧワードは、私の場合は、特に大学入ってから、
「友達」ってことばをまったく受け付けないっていう
か、自分の意識しないようにしてました。友達ってこ

とばを聞いても異様に反応してました。最近やっとそ
ういうのがおさまってきましたね。そんな感じです。
高木：どうもありがとうございます。皆さん、知るように
なった年齢が比較的高いかなと思われた方も多い
のではないでしょうか。

　　あとカミングアウトに関して、私も少し話したいと
思います。私は、場面緘黙とまではいかなかったで
すけど、小学校の頃はほんとに外ではしゃべらない
子でした。クラスの中でも話せる相手はほんの数人
だったと思います。小学校のお泊りで行く行事のとき
に、準備が整った班から代表の人が言いに行かな
いといけないのに、そのとき一言も言えなくて一番最
後になってしまったという経験をよく覚えています。
また中学生の頃、外食のお店で母親から「潤野は本
当に外に行くとしゃべらないよね」と言われた場面と
か、思い出すといっぱいあるんですよ。未だに、話す
ことも含めて人付き合いが面倒になることは日常茶
飯事で、やってできなくはないのですが、無理して人
に合わせようとすると後でどっと疲れが出てしまうの
で、仕事以外では不特定多数の人が集まる飲み会
とかは避けるようにしています。それで、そういうこと
を私もここ数年で人に話すようにしたんですね。そし
たらちょっと楽になって、飲み会を断るのもしやすく
なったり、少し生きやすくなったと思っています。

　　さて、もう少しいただいた質問に答えていただきた
いと思います。「主人の理解がまったくありません。当
事者の方、会場にいらっしゃる家族の方はどうされ
ていますか」ということですが、入江さんいかがでしょ
うか。
入江：主人には場面緘黙であったことは伝えたんです
けれども、それで場面緘黙っていうのがどういうもの
かっていうことも認識してもらったんですけれど、場
面緘黙以外の症状が出ることもありますし、性格や
人間性の面も含めて、総合的な私という人間と相対
してると思うので、あまりそれで関わり方が変わると
いうことはなかったです。ただ、場面緘黙的な症状
が出てしまって困ったということを言えるようにはな
りました。以前は場面緘黙で症状が出て話せなく
て困って今落ち込んでいるということが説明できな
かったし、相手にも伝わらなかったと思うんですけ
ど、それをことばで説明したときに分かってくれるよ
うにはなったと思います。
高木：答えづらい質問にお答えていただいてありがとう
ございました。
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5．場面緘黙についての理解を広げるには
高木：それでは、ここからはあらかじめ用意した話題を
いくつか考えていきたいと思います。まず、緘黙を取
り巻く現状と課題について。先ほど用語の問題を取
りあげましたが、それ以外にも当事者から見た現状
認識や、「何をわかってもらう必要があるのか」「社会
には何を求めていくのか」というようなところを登壇
者の方にぜひお答えいただきたいと思います。あるい
はフロアの方の中で、現状認識や社会に対してこう
いうものを求めていく必要があるのではないかとい
う点でコメントがある方がいらっしゃったら、ぜひご
発言いただきたい思います。いかがでしょうか。
A：あっちょといいですか。
高木：はい、ではよろしくお願いします。マイクを今持っ
て伺います。差し支えない範囲でお立場などおっ
しゃっていただければ幸いに存じます。
A：僕自身はあの、緘黙とまったく関係ないんですけれ
ど、友人が元緘黙ということで、ちょっと今日こういっ
たフォーラムがあるよという紹介を受けまして来まし
た。それでですね、僕自身緘黙症を知ったのが去年
で、SNSだったんですね。ここ１年見てきて思ったん
ですけれども、世の中において、場面緘黙症に対す
る認識というか認知があまりにも低いという印象を
受けました。それまでまったく聞いたことなかったし、
知ってから身近な人に場面緘黙症というものを知っ
てますかって聞いたら、誰１人知らなかったですね。
なので、この緘黙というものについて、これから社会
に知ってもらうために、どういった対策、対応をお
考えなのかなと、それについてちょっと知りたいです
ね。
高木：ご質問ありがとうございます。それぞれ何らかの
立場で場面緘黙の啓発に携わっていらっしゃいま
すので、いかがでしょうか。浜田さんからでもよろしい
ですか。
浜田：場面緘黙がなぜ知られてないのかっていうの
は、わたくしも初めて自分が場面緘黙、自分が当事
者だって知ったときに、当時15年くらい前ですけど、
インターネットですぐ検索して情報を得ようとしたん
ですけど、まったくっていっていいほど詳しい情報が
無かったです。それに比べたら、今はものすごい変わ
りようだと思います。

　　それにもかかわらずまだまだ知られていないって
いうのは、私なりに考えたのは、まず緘黙っていう
のは第一義的に本人が話さない、本人から伝えな

いっていうもので。でも、そういう問題っていうのは
緘黙に限らず、いろいろな子どもの障害には、子ども
自身が訴えないっていうものはいろいろ、まぁ重度の
障害とかありますけど、そういうのは大抵は周囲の
大人、特に家族が気づいて何とかしようとして、学校
に何とかしてくださいと訴えるんですけども、緘黙の
場合は、家で普通にしている子が一番普通多いと
思いますので、家族が非常に気づきにくい、楽観して
しまう。学校の先生は絶対分かるんですけども、学
校の先生が先に気づいても、親が大丈夫だと思って
しまうケースが非常に多い。大丈夫か、大人になれ
ばそのうち治っていくやろと思ってしまう。詳しく言
い出すと長くなってしまうけど、そういう家族に気づ
かれにくい、深刻になっていく可能性が将来にある
ということが予見しにくいっていうのがまず、社会に
知られにくい、報告されにくい第一の原因やと思い
ます。
高木：ありがとうございます。学校の先生だったら、知
る機会があっても、家族は話してる場面しか見ない
からということですね。今そのことを伺って思ったの
は、なぜ家族は大丈夫だと楽観してしまうのか。もし
かすると、保育園や幼稚園の先生が家族に対して、
「大丈夫大丈夫、しゃべるようになるから」という風
に言ってしまうことも少なくないわけで、そういったこ
とが影響しているのかも知れません。そうすると幼児
期の段階で、そこを担っている保育士さんや幼稚園
教諭に場面緘黙の問題をしっかり伝えていくという
のが大事なのかもしれないと思いました。

　　では、加藤さんいかがでしょうか。
加藤：当事者や保護者、支援者が協力しあって場面
緘黙について交流できる場や機会を作り、その活動
をメールやチラシ、マスメディアなどを使って周囲の
人 に々知ってもらうように努力することが大切だと思
います。
高木：ありがとうございます。交流できる場や機会を
SNSなどを使って周知していく、まさにこのかんもく
フォーラムでやっているようなことを、さらにさらに
やっていくということですよね。また、その活動を担う
主体を増やしていくことも大事なのではと思いまし
た。あとはいかがでしょうか。入江さん、「かんもくの
声」の活動あたりはいかがですか。
入江：そうですね。緘黙を知らない人がまだまだ大半
で、当事者自身が自分で自身の緘黙に気がつきにく
くて、苦しみを軽減する方向に向きにくくなっている
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というところではやっぱり、本当にもっともっと知って
もらうとか、社会的認知を向上していく必要がある
と思います。今、全く気がつかずに苦しんでいる人が
たくさんいるという意味で緊急性がありますし、啓発
の必要性があると感じています。

　　自分が緘黙に気がついたときにどういった機関や
窓口に相談すればいいかわからないという声もすご
く多いんですけれども、加藤さんもおっしゃっていた
ようにメディアに取り上げてもらうのも大事ですし、
緘黙自体がメディアになって発信していくことも大事
だと思っています。かんもくフォーラム自体も、そのよ
うな意義を持っていると思います。ツイッターやブロ
グなどSNSやウェブ上で当事者の声がこの２、３年
でとても増えていると思うんですけれど、その当事者
の声っていうのは今までは潜在的なもので、他の人
には見えていなくて知られていなかったのです。それ
が表面化してきて、いろんな人に見えるようになって
きて、ツイッターのプロフィール欄に場面緘黙と書い
て緘黙についてつぶやく人がたくさん現れてきまし
た。実際の当事者の数から見れば少ないのかもしれ
ませんが、そのような当事者の声そのものもメディア
だと思うので、そういった当事者自身の声を発信し
ていくこともすごく重要だなと思っています。
高木：当事者自身の声というあたりが「かんもくの声」と
いう団体の名前とも関連してるということですよね。
当事者の方が当事者の視点での問題意識や内面
世界を今の日本社会の実情に照らして考察した本
としては、らせんさんの「私はかんもくガール」が非常
に先駆的で画期的なものだったと思います。次は、
やはり文章として書かれた本の必要性が非常にある
と感じています。自閉症の研究でいうとドナ・ウィリア
ムズさんの「自閉症だったわたしへ」や、テンプル・グ
ランディンさんのような画期的な著書があるわけで
すが、ぜひ入江さんにはそういった口火を切ってた
だけたらいいなと、私は期待しています。

　　では、らせんさんいかがでしょうか。
らせん：えーそうですね、みなさんがおっしゃっていた
のはもちろんですね。ちょっと「場面緘黙」っていう字
も難しいですし、やはりインターネットなどで調べて
いくと難しいなって印象が少しあるのかなという感
じがして、私がコミックにしようと思ったのはそもそ
も、当事者とか周囲にいる方に限らず一般的に子ど
もでも大人でも場面緘黙というのはどういうものか、
わかりやすく知ってほしいなと思って。例えば、バラ

エティ番組で再現ドラマになることもありますし、そう
いう面で、とっつきにくいものではなくて、誰にでもわ
かりやすいような表現で場面緘黙っていうものを知
られるきっかけがあればいいかなと思っています。
高木：どうもありがとうございます。ご質問いただいた
方、何かコメントあれば。
A：まあそうですね、できれば精力的にどんどんどんどん
と世の中に対して、前にプッシュしてもらいたいなと
思っています。
高木：がんばってまいりたいと思いますが、ここに居る
皆さんも共に、がんばっていこうじゃありませんか。よ
ろしくお願いいたします。

6．他者や社会とのつながりの大切さ
高木：そうしましたらですね、残り時間も後25分少 と々
なって参りましたので、少し先の話題にいきたいなと
思います。他者や社会とのつながりという視点からコ
メントを寄せてくださった方が多くいらっしゃいます。
そもそも他者とのつながりをどう作っていくか、他者
とつながりたいと思っているのか、それから社会的
な居場所であったり、どんなコミュニティだったら安
心できるのか。そういった点に話題を向けていきた
いと思います。

　　居心地のいい場所として、どんなコミュニティが求
められるでしょうか。はい、では加藤さんお願いしま
す。
加藤：「場面緘黙を考える会富山」の会合は私にとっ
て居心地の良いところと言えるかもしれません。温か
いことばをかけてくれたり、少し共通した話を聞ける
のも良いと感じるのだと思います。先日の場面緘黙
を考える会富山主催のスポーツ会では、バトミント
ンやビーチバレーボールをしました。それでも緊張は
しましたが、学校の体育の授業に比べれば、いくら
か居心地がよかったと思いました。
高木：どうもありがとうございます。そういう会の活動と
いうのはあるといいですよね。関連していくつかコメ
ントを紹介したいと思います。「たとえ話せなくても
他者とつながりたい、話せない当事者も筆談などで
きたらそれを通して人と関われたらと思います。話せ
る人も話せない人も自分らしくいきいき活動できる
場がいつかできたらいいです（緘黙じゃない人も）。」
それから、「人が好きで話しに行ける場が地元のス
ポーツクラブであるので、もっと日常に広がるといい
ですね」。それから、これは多分元当事者と書かれて
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ますが、「他者とのつながりは求めている。会う回数
を重ねるほど話せるようになる人話せなくなる人が
いる。怖くても居場所に参加してみて、居心地が良
い悪いを感じて、次に活かす」とのことです。

　　では、他の方いかがでしょうか。入江さん。
入江：「社会とどうかかわっていきたいのか」というとこ
ろで、社会との接点自体は生きているだけでもあると
は思うんですけど、しんどい時は自ら他人や外界、つ
まりは社会に自分から働きかけるのはむずかしいの
で、そういうときは働きかけなくてもよい、自分のペー
スで、社会と関われる場所があるといいなと思いま
す。長期的、継続的に社会との関わりを続けていか
なければならないというプレッシャーがあるととても
しんどいので。

　　また、一人でも誰かと関わることは、社会と関わる
ことと同義だと思います。社会にも他者にも、余裕や
元気があるときに自分から関われたらいいと思うし、
何かお返ししたくなったときに、話せなくても社会で
人の役に立てる場所があるといいなと思っています。
例えば、対人恐怖からほぼひきこもり状態になって
しまうことも私はあったんですけど、そういう場合に
いきなり社会参加するのはすごく大変だし勇気がい
ることなので、社会に一歩踏み出す前の段階で半分
社会参加できるような当事者の居場所があったら
いいし、そんな場所をつくったり考えたりしてみたい
なと思っています。
高木：いきなり社会に100％じゃなくて、そこの足掛か
りになるようなっていうことですよね。浜田さん大きく
うなずいていらっしゃいますけど、何か関連してコメ
ントがあれば。
浜田：入江さんがおっしゃたように当事者がいきなり
社会に出ていくのは大変しんどいと思いますので、そ
ういう、まず気軽に集まれるような場所が非常に切
望されると思います。で、僕自身は一人でほとんど家
で過ごしてまして、家族しか今話す相手がいないで
すけど、たいへん寂しいです。どっかで、家族はいるけ
れども、話す相手が欲しいなって、どっかでかけてい
かなあかんなと思っています。
高木：そのときに、気軽に参加できるには何があったら
いいんでしょうか。例えば、する内容であったりとか。
浜田：やっぱり自分の趣味とか、趣味じゃなくても共通
の話題で集まれるとか、公的なクラブみたいなのあ
るんで行こうかなと思うんですけど、やっぱりちょっ
と怖じ気づいて出られない、けれども寂しいってい

う、ジレンマです。
高木：地域の公民館の行事なんかはちょっとハードル
が高い、みたいなことですね。関連してこんな質問が
ありました。「学校に所属していない場面緘黙当事
者が、就職して自立するために必要なことは何です
か」。大変難しい質問だと思います。浜田さんはいく
つかお仕事をされる中で、合う仕事を見つけたりと
いうことがあったかと思うのですが、「就職して自立
するために必要なことは何ですか」と問われたら、い
かがですか。
浜田：自立っていうのがどこからが自立ていうのか、わ
からないですけど、私自身が知りたいですね。結局そ
れができなくて、今のような状況になっているんです
けど。それでも、今自分で生計立ててるからそれを自
立って言うんやったら自立かもしれないんですけど、
もしその自立っておしゃってんのが外でどこかに勤
めて働くことだとしましたら、私は全部失敗してきた
んで、ちょっとお答えしようがないです。
入江：自分が自立できたと思ったのは、仕事が２、３年
続いたときです。それまで何回もやめたくなって心が
折れそうになっていました。接客の仕事は自分には
ありえないと思っていたところを、死ぬ気の覚悟で飛
び込んだので大変だったんですけど、２、３年継続し
て働けたときに、自分の稼いだお金で２年とか３年
初めて生活できました。自分で稼いだお金で生活が
続いて、社会の役に少しは立っていて、職場での人
間関係の中で少しは社会とつながれているというこ
とで、少しずつ自信になっていったと思います。働い
て自活することを続けていくメンタルのタフネスが、
自立するのに必要だったと思っています。

　　そのタフネスは心の筋肉みたいなもので、筋トレの
ように７年間、毎日接客をしました。積み重ねること
が自立につながり、続けて働けることのありがたさも
感じました。また、社会に適応することは、感覚を鈍
磨させるというか、傷つきや摩擦に少しずつ鈍感に
なっていく過程のような気もしました。毎回傷ついて
いると心折れてしまうので、そういう修行みたいな期
間が必要だったなと思います。自立するためには、不
安を持って就職した当事者が長期的に働けるよう
な支援も必要だと思います。
高木：なるほど。それで、とにかくもう何年か続けて続け
られれば自信になる、ということですよね。そう考えて
いくと、それを続けられるだけの、やはり最初のとっ
かりというか、入りやすい入り口みたいなものが必要
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かもしれないということですよね。
　　ここまでのやりとりを踏まえて広瀬さん、何かコメ
ントがあったらいかがでしょうか。
広瀬：「つながる」というのは、もっとも悩むところだと思
います。どことつながったら良いか、人とつながるべ
きなのかということがありますが、答えを出すことは
非常に難しいことです。ただ、「何のためにつながる
のか」という目的が大事だと思います。

　　「話したい」「緘黙を改善したい」「治したい」という
ところにどうしても注目が行きやすいですが、「何の
ためにそれをしたいと思っているのか」という目的が
はっきりしていない状態では、どうしても、「何のため
にやっているんだろう」と自分の行動自体に疑問を
持ってしまうことになります。まずは人とつながる目
的を整理して、目的が明確になった時点でつながる
ところを探し始める。どこにつながれば良いのか、と
いうところについては、私の中で答えは出ていません
が、丁寧に目的を整理することが良いきっかけにな
るのではないかと思います。
高木：どうもありがとうございます。

7．フロアとのディスカッション
高木：では、フロアの皆さまから何かご意見や質問など
あるいはコメントあるでしょうか。いくつか手があがり
ましたね。では奥の方お願いします。差し支えない範
囲でお立場などおっしゃっていただければと思いま
す。
B：今日は、娘がこれに予約してたんですけども、ちょっ
と都合が悪くなって、母親の私が参加させていた
だきました。私の娘も18から今10年過ぎましたけど
も、娘自身が緘黙ということばをとらえたのが、たぶ
ん１年くらい前じゃないかなと思います。私は、娘か
ら初めて聞いて、緘黙の「緘」という意味がまったく
わからなくて、どうしてこういう名前つけてるのかなと
思いました。娘を通して少し理解しつつあるんですけ
ども、10年間、社交不安障害という当初の病名が付
いて、障害者の心理みたいなところで、親としてばた
ばたしながら、こういう場所も含めて色んなところに
参加させていただきました。

　　親として思ったことは、まだまだ日本の行政も、こう
いう研究なさってる･･･最近では当事者研究ってい
う綾屋さんの講演に先日行ってきたんですけど、ま
だまだなんだなっていうことを。10年前は行政も大
学も心理学も、専門機関が絶対助けてくれると思っ

ていたんですけれど、だんだん絶対助けてくれないん
だなっていうことを、現状を理解するようになって、
できるところからやるしかないんだなっていうことで。
今回その、緘黙っていうのは社交不安障害とどのよ
うにグレーゾーンがくるのか今考えてるんですけど
も。そういう障害者のNPO法人はたくさんあるんで
すけども、そういうところの人たちにもっと理解をさ
せるという。例えば、就労支援でやったこともあるん
ですけども、その会社の人が障害に関してまったく
知識がないまま税金をたくさんもらって、仕事をさせ
るという。そういう現状も、行政がそれだけお金を投
資しているのであれば、行政が月１回とか半年に１
度とか、会社の人に障害というものはこういうもので
あるという研修をさせるとか。そういう機会すらない
んだなとういうことを、今私は感じてるんですけども。
今回いろいろ話を聞いて、やはりその、説明責任じゃ
ないですけど、現場ではNPO法人とか、少しづずつ
10年前より増えてきているなという風に感じてます。
しかし、まだ今ここで研究なさってる人たちの時点
のところまでの説明すらまだ、現場では捕まえていな
いのではないのかなという気がしてます。

　　現状でどうつながっていくかっていうことは、一人
一人やっぱり感じ方がどうも違うみたいで、こんな
に優しく伝えていると思っても、本人には伝わらない
場合があるので。やはり、十人十色ってよく言うんで
すけども、まさしくそうなんだなということをこの頃感
じてます。だから、つながるというのは、現状自分か
ら見つける以外にないという、たまたま偶然いい出
会いがあればそれは良かったなと思うし、当事者を
抱える親としては、そういう状態であるという風に今
思ってます。ますます、こういうフォーラムなど盛んに
して、多くの人に伝わっていけば、少しは改善される
のではないかなという気もしてます。以上です。
高木：ご意見をいただき、どうもありがとうございまし
た。一般的に広く認知を広めていくと共に、やはり特
に支援者にはそれ以上の正しい理解や適切な支援
方法を広げていく必要があると、わたくしどもも日々
感じているところです。

　　もう一方、あちらのほうで手が挙がったかと思い
ますが。
C：神奈川県から来ました。どうもありがとうございま
す。今福祉関係で、精神保健福祉の分野で働いてい
まして、僕自身もたぶん元場面緘黙だと思うので、う
まく話せる自信があまりないんですけども。
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　　お話の中で、「べてるの家」の当事者研究のお話
が出ていたので、今、ちょうど精神保健福祉の分野
でもとても注目されていて、緘黙に関してもどのよう
に活かされるのかというところと、あと、実際に本当
に治そうと思って治せるのか、むしろ治そうと思え
るのかっていうところがまぁ、自分自身も含めてそう
だったんですけども、気付いたら接客やってたり、今
も福祉分野で働いたりしていて、人と接することを結
局求めていたんだなというのをちょっと感じることが
あって、皆さんどのようにお考えかお聞きできればと
思いました。よろしくお願いします。
高木：質問の趣旨を確認しますが、「当事者研究ってい
うのが場面緘黙にどのように活かされていくんだろ
か」というのが1つですね。後半は「治す気があったと
して、治そうと思って本当に治せるものなのか」とい
うことでよろしいですね。後半の方は特にどなたに聞
きたいとかありますか。
C：どなたでも。
高木：わかりました。では、まずは当事者研究に関して
入江さんのコメントいただければと思いますが。
入江：はい、緘黙の当事者研究は私も始めたばかりで、
８月に当事者研究の全国交流集会でポスター発表
をさせていただきました。正直未知数なのですが、当
事者研究は自分一人で自分の苦労を助けても良い
し、仲間とともにやってもいい。その理念自体も自分
たちで考えるわりと自由なもので、障害や困りごとを
持っているどんな人にも応用できるものであると思
います。

　　先程お話に出てきた発達障害の当事者研究をさ
れている綾屋紗月さんの当事者研究とべてるの家
の当事者研究もやり方が違っていますし、関連書籍
などもあります。綾屋さんの場合は自分の身体感覚
を基軸にして、発達障害がどういうものなのかを、他
の発達障害ではない人にも分かりやすい言葉で伝
えていると私は感じています。緘黙も緘黙経験者で
ないとわからない感覚的なものがすごくあると思うん
ですけれど、それを言語化することで非当事者の人
にも緘黙というものを定義だけではなくて、より理解
してもらうことで、認知の向上につながることがある
のかなと思います。さっきお話したように、当事者自
身の力で当事者が生きやすくなっていく、自己治癒
のような側面も当事者研究には大きいと思います。
高木：はい。もう１つの方の「治そうと思って治せるの
か」っていうあたりはなかなか答えづらい質問かなと

は思いますが、いかがでしょうか。はい、では入江さ
んお願いします。
入江：私の感覚では、治そうと思っては治せなかったで
す。でも自分の中に「治ったらいいな」とか「話せるよ
うになりたいな」っていう気持ちを持って行動するか
どうかがすごく大きくて、「話せるようになりたい」とい
う気持ちがあることが、治せるかどうかはちょっとわ
からないですけど、大切だと思います。
高木：よろしいでしょうか。
C：ありがとうございます。
高木：もう一人ぐらいご質問ご意見お受けできればと
思いますがいかがでしょうか。Twitterの方で特にこ
れは紹介したいというのはありますか。

　　（Twitterの投稿を読み上げる）「緘黙の後遺症
なのか自分の性格なのか、もはや区別できなくなっ
ている。どこからどこまでが緘黙の影響なのか」「今
治っている人でも、これから再発することはあるんで
すか」という質問もありますが、この辺はどうしましょ
う。広瀬さんに聞いたらいいですか。今治っている人
でもこれから再発することはあるかについて。
広瀬：それぞれのご事情があることですので、お答えが
難しいところではありますが、どういう風に治ったの
か、その経過によると思います。そこが自分自身で自
覚できているのか、どういう風にして自分の緘黙の
状態が改善したのか。例えば、「自然に治った」とい
う体験談を聞くことがありますが、そのような経過が
曖昧であり、自分自身でもよく分からない状態では、
治る（改善する）プロセスが分からないということで
すので、予防のしようがないですよね。そのような状
態では少なからず再発する可能性はあるかと思いま
す。
高木：「こういう風に治った」「こういう風に治した」って
いうのが明確であれば、例えば予防にもつなげやす
いということですよね。はい、ではフロアの方からいか
がでしょうか。お願いします。
D：えっと県内から来ました、15歳の娘が場面緘黙で
す。10年前に保育園で一切しゃべらなかったので、
コロニー２)の方に行って調べてくださいって言われ
て、緘黙と分かりました。小学校からずつと不登校で
す。お父さんの理解がまったくなくて。家では元気な
ので、「家でこんなに元気なのになんで学校に行け
ないんだ」「なんでしゃべれないんだ」と言って、結構
娘を責めます。当事者の方たちのご家族とかはどう
だったのかなとか、今日来て見えるご家族の方とか
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どうしてるのかなと思って。まず、社会に訴える前に、
家族の中でも大変というか、っていう感じなんですけ
ど。
高木：はい、いかがでしょうか。先ほど少し関連するよう
なご質問がありましたが。らせんさん答えていただい
てもいいですか。

らせん：私自身は、家族はおそらくそれが場面緘黙だと
いうのを気付いてなかったのもあります。そもそもそ
れ以前にとても不和で、私のケアに割いてもらうこと
は、気にはしてもらってたと思うんですけど、それをど
うにかしようというところまで行かなかったのかなと
思う部分があって。

　　私自身も、場面緘黙と違うんですけど、長男の方
に発達障害的な部分がありまして、最初は父親の
方は、いやそんなことはないって言っていたんですけ
ども。いくら話しても理解してもらえないので、例えば
支援施設に行ったり、色々行動したその姿を見て夫
の方も、「あぁそういうことなんだ」って段々理解をし
てくれたというか。なんていうかできる人から動き出
すしかないのかな。私の夫の場合はその状況を見
て、分かりやすい、ばたばたしている状況を見て理解
してくれたというのがすごく幸運ではありました。そう
いう部分から始めるしかないのかなと思ってはいま
す。
高木：はい、ありがとうございます。実際に現実としてこ
んなことが起きているというのを見せるということで
すね。

8．結び：各登壇者から
高木：まだまだ、話が尽きないところではございますが、
そろそろ予定した時間になってまいりました。最後
に登壇者の方に一言ずつ、今後の挑戦してみたいこ
ととか、生き方などについてのコメントを頂けたらと
思っております。今回の緘黙フォーラムを踏まえて、
こんなことに挑戦していってみたいなとか、あるいは
今後の夢であったりとかを一言ずついただいて、シ
ンポジウムの締めにしたいと思います。では入江さん
からでよろしいですか。
入江：先ほどもお話ししていた緘黙の当事者研究とい
うことで、何か緘黙的な感覚を言語化したりですと
か、当事者同士で研究してみたりですとか、そういう
ことをこれからしてみたいというのと、今まで緘黙や
その他の症状があって挑戦できなかったことがいろ
いろあると思うので、そういうことに少しずつ挑戦し

て、楽しんでいきたいなと思います。
高木：ありがとうございます。らせんさん、お願いします。
らせん：私は、絵や漫画で物事を伝える方がみなさん
に伝わりやすいなと思っていますので、緘黙の経験
からその後のことも含めて、絵とか漫画を使ってわか
りやすく世の中に伝えていければいいなということを
思っています。
高木：次回作を期待していていいということでしょう
か。

らせん：がんばります。
高木：浜田さんお願いします。
浜田：はい、えっと、今日はすごく、非常に意義のある
フォーラムだったと思います。なんでかというと、初め
て大人の緘黙症を真正面からとらえて、テーマにし
ていただいたからです。

　　これ初めてじゃないかなと思うんですけど、緘黙
が軽視されてきた最大の理由は大人の実態が知ら
れてなかったからだと思うんですね。だから、子ども
が相談に行ったら「大人になったら治りますよ」って
言って、それでおしまいっていうケースが大変多かっ
たと思うんですけども、それを無くすためには、この
実態を知っていただく必要がある。

　　今日だけでもすごい意義があったんですが、私た
ちだけの話ではとても全てを知ることはできないと
思います。もっと何十年もずっと、話せないまま家に
引きこもってる当事者の方たくさんおりますから。そ
ういう方 は々たぶんこういうところに出てきて話せま
せん。自分の経験を話すことは大変難しいと思いま
すので、そういう人たちのご家族に伝えていただくし
かないので、今後こういう会がありましたら、ぜひご
家族も招いていただきたいなと思います。私自身もそ
ういう訴える活動、成人当事者の重篤な例を伝えて
きていきますけども、今日のフォーラムをきっかけに
して、もっと具体的に支援を訴えて、これからいきた
いと思います。ちょっと夢というかね、挑戦したいと思
います。はい、ありがとうございます。
高木：ありがとうございます。加藤さんお願いします。
加藤：少しずつ、いつでもだれとでも、音声アプリや筆
談を使って会話することに挑戦したいと思っていま
す。
高木：ありがとうございます。最後に広瀬さん、お願いし
ます。
広瀬：ありがとうございました。こういう機会に参加する
ことができて良かったです。支援者が、当事者や経

長野大学紀要　第40巻第１号　　　　2018

− 44 −

44



験者の方がどのような体験をしているのかについて
知ることはとても大切なことだと思います。引き続き、
支援者の方に緘黙の実態を広められるように活動
を進めていきたいと思っています。
高木：はい、どうもありがとうございます。では、皆さまあ
りがとうございました。時間となりましたので、ここで
シンポジウムを終了とさせていただきます。登壇者の
皆さま、そして会場の皆さまからも、そして、Twitter
でつぶやいていただいた方からも、とても有意義なコ
メントをいただくことができたと思います。Twitterで
の参加の方も含めて、全ての皆さまに拍手をお願い
いたします。

　1)　「かんもくフォーラム2017」前半で、広瀬慎一氏
から「緘黙の成人当事者の支援について 〜認知行
動療法の発想と技法をヒントに〜」と題して講演が
あった。

　2)　「愛知県心身障害者コロニー」を指すと思われ
る。

Ⅱ　シンポジウムの解説と考察
　本稿は2017年12月９日（土）に行われた「かんもく
フォーラム2017大人のかんもくフォーラム」のシンポ
ジウムを文字起こししたものである。大人のかんもく
フォーラムには約200名の参加者があり、そのうち約
半数は場面緘黙の当事者や経験者であった。
　自己紹介にある通り、話題提供者がいずれも場面
緘黙の当事者や経験者であったことが本シンポジウ
ムの特徴である。社会的状況において話せなくなるこ
とを主症状とする場面緘黙の特性から考えると、この
ような状況において場面緘黙当事者・経験者が自ら
の体験や思いを語るという試み自体が珍しいものであ
る。これまでも学会や研修会、啓発イベント等で当事
者や経験者が自らの体験を語るという機会はあった
が、本シンポジウムのように逐語録として記録に残すこ
とを前提として複数の場面緘黙当事者・経験者が自
己の経験や思いを語ったのは、恐らく初めての試みで
あったと思われる。
　場面緘黙は多様な臨床像を示すことが従来から指
摘されてきた (河井・河井, 1994; 奥村・園山, 2010; 
久田・金原・梶・角田・青木, 2016など) 。河井・河井 
(1994) は場面緘黙児の多様性について「緘黙児と
いっても、その実像には、かなりの幅（タイプ）がある」と

述べた上で１例の場面緘黙女児について紹介し、「し
かし、緘黙児のすべてがこのような形を示すとは限らな
い」と指摘している。このことは当事者・経験者の体験
の語りにおいても同様であり、それはあくまで個人の体
験であって過剰に一般化することはできないという前
提に立って理解する必要があった。本シンポジウムに
おいて、共通するテーマについて複数の当事者・経験
者から発言を得ることができたことは、このような点か
ら考えて画期的なものであったと言える。以下では、本
シンポジウムによって得られた知見についての考察を
試みたい。
　本シンポジウムにおいて筆者が注目したのは、上記
の通り複数の当事者・経験者からの発言であったにも
関わらず、それらの内容に共通するものが含まれていた
という点である。具体的には、各話題提供者の発言に
共通するものとして、３つの点を挙げる。
　１点目は、「緘黙」という名称についての考え方であ
る。緘黙という言語症状のみを示した名称に対して登
壇者からは、「内面の一番表に出てきた氷山の海面上
に出てきた部分、外に見える部分だけで、それがなく
なったとしても、もっともっとその奥にいろんな問題が
横たわっている（浜田氏）」「話せないだけでなく、「緊
張や不安が強いこと」もあると思います（加藤氏）」「緘
黙の本質の部分が「話せない」という部分だけを見て
取り違えられてしまう可能性が、もしかしたらあるのか
なと思いました（入江氏）」「話せなくなってしまうのが
メインではあるんですけども、それだけの問題ではない
というか、やはり、挙動にも人から見たら不自然さが生
じているだろうなということもありますし（らせん氏）」と
いったことが述べられている。用語を変えるべきかどう
かは別として、少なくとも「緘黙」という言語症状のみが
問題の本質ではないという点については、多くの場面
緘黙当事者・経験者に共通する感覚なのではないか
と推察できる。
　「緘黙」という言語症状の問題に注目しすぎてしま
うことについては、先述の河井・河井 (1994) において
すでに「緘黙についての理解の仕方にも言語面偏重
という傾向がみてとれる」と指摘されている。河井・河
井 (1994) は緘黙は基本的には「集団生活への適応
の失敗」であるとし、「緘黙児は集団場面で過度の緊
張を伴う結果、適切な言語行動を必要とする、適応的
な行動がとれなくなった状態を示している」と述べてい
る。場面緘黙児・者の抱える問題を理解する上では、
言語症状に過度に注目しすぎず、それ以外の活動の制
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限や参加の制約にも目を向けることが必要である。
　またこのことは場面緘黙が「治る」ということとも関わ
りがあると言える。浜田氏や入江氏の場合、シンポジウ
ムだけでなく日常会話も含めた様々な社会的状況に
おいて声を出すことができており、医学的な定義に当
てはめれば場面緘黙の当事者には含まれないであろ
う。しかし浜田氏は「場面緘黙が、治ったかっていうと、
まったく治ってないと思います。」「最初に緘黙になった
ときの緊張感っていうのは、今感じているから、治って
ない。治るっていうのは、これがなくなることではないか
なと思います。」と述べている。また入江氏も「もしいつ
か、緘黙のことを頭の中からまったく忘れて、生活して
いる日がもしきたら、それはもしかしたら治ったと言え
るのかな、と自分の場合は思っています。もし治ってい
なくても「緘黙気質」が残っていても、毎日自分らしくい
きいき過ごせていたならば、治ったと自分の中で言って
いいのかなと思います。」と指摘している。これらのこと
から、医学的な診断基準に照らして治ったと呼べるか
どうかとは別の問題として、当事者の意識として「治っ
た」と言えるためにも、言語症状以外の部分への注目
が必要だと言えるだろう。
　２点目に指摘したいのは、それぞれが自分の仕事や
役割を通じて社会とつながっており、またそのことが何
らかの形で自分自身に対してプラスの影響をもたらし
ているという点である。例えば、「自分の存在が受け入
れられて、認めてもらっているなという感覚が持てまし
た。そして、お互いの相互作用や感情や気持ちをやりと
りする中で、また、仕事を続けていけている中で、自信と
かそういった感覚を積み重ねることで、自分自身も自分
を認めることができて、自己否定が減り、徐 に々自己肯
定感が生まれてきたと思います。（入江氏）」「出版をし
たことで、本当にたくさん反響をいただいたので、こんな
に同じ思いをしている人がいるんだなっていうことが、
私の場合は、すごく大きな自己肯定感のアップにもつ
ながりました。（らせん氏）」といった発言を挙げること
ができる。
　場面緘黙は話すことができないという活動の制限
だけでなく、それによって学校や職場などの社会的状
況における参加の制約も生じる。このような活動制限
や参加制約は、そのことによって一層機会が減少す
るという悪循環につながりやすく、場面緘黙の改善を
困難にする一因となっていると考えられる。奥村・園山 
(2014) は成人の場面緘黙当事者を対象に緘黙症状
の克服に影響した要因を検討し、克服契機として「環

境変化」「他者からのはたらきかけ」「自らのはたらきか
け」の３点を挙げている。特にその中で他者からのはた
らきかけについては、「他者からの賞賛や良好な対人
関係も重要な役割を果たしていることから、周囲の適
切な関わり方の重要性が教育的支援の手がかりとし
て示唆される」と指摘している。場面緘黙当事者支援
の視点からは、このような社会的な状況において役割
を果たすことや人から認められることの効果について
も重視すべきであろう。
　このことと関連して、３点目の問題として社会や人と
の関わることに対する思いについて指摘したい。話題
提供者はいずれも、家族を含めた社会との関わりの重
要性について言及している。例えば浜田氏は「入江さ
んがおっしゃたように当事者がいきなり社会に出てい
くのは大変しんどいと思いますので、そういう、まず気
軽に集まれるような場所が非常に切望されると思いま
す。で、僕自身は一人でほとんど家で過ごしてまして、家
族しか今話す相手がいないですけど、たいへん寂しい
です。どっかで、家族はいるけれども、話す相手が欲し
いなって、どっかでかけていかなあかんなと思っていま
す。」と述べている。また加藤氏は「「場面緘黙を考える
会富山」の会合は私にとって居心地の良いところと言
えるかもしれません。温かいことばをかけてくれたり、少
し共通した話を聞けるのも良いと感じるのだと思いま
す。」と述べている。個人差が大きい部分ではあるだろ
うが、場面緘黙当事者・経験者の多くは人とのつなが
りや安心して参加できる居場所を求めていると考えて
よいのではないだろうか。
　場面緘黙はその状態像について「自ら選択して話さ
ない」「人との関わりを避けている」と解釈されてしまう
ことが少なくない。しかし、話しかけられてその場では
返事ができなくても、後から「話しかけてもらって嬉し
かった」と語っていたといった事例は多く耳にする。こ
のような場面緘黙児・者の対人的な関わりに関する志
向については、関わり方や支援の方法を検討する上で
重要な情報となる。場面緘黙児・者におけるより一般
的な傾向についても、客観的なデータに基づいた検証
が求められる。
　以上、本シンポジウムにおいて筆者が注目した３点
について述べてきた。最後に、本シンポジウムで得られ
た知見の限界についても言及する。「かんもくフォーラ
ム2017大人のかんもくフォーラム」のシンポジウムに
話題提供者として登壇した４名は場面緘黙当事者・
経験者であったが、各氏はいずれも「場面緘黙」そのも
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のを題材とした何らかの積極的な活動を行っていると
いう共通点がある。医学的には不安症の一つとして分
類され社会的状況における発話の抑制を主症状とす
る場面緘黙の特性から考えれば、このような活動自体
がある意味では場面緘黙と相反する側面があると言
えるだろう。本シンポジウムで語られた内容が場面緘
黙当事者・経験者の思いとしてどの程度一般性がある
ものかについては、慎重に解釈する必要があると言え
る。
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